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望遠鏡開発と波面測定 1/31/31/31/3

❙CGH干渉計❙CGH干渉計

セグメント主鏡の形状測定
口径3.8m

18セグメント主鏡 セグメント主鏡の形状測定

❙位相カメラ

セグメント主鏡の位置合わせセグメント主鏡の位置合わせ

❙点回折干渉型波面センサ

AO用波面センサAO用波面センサ

系外惑星探査装置
SEICA (B17b)SEICA (B17b)



装置の概要 2/32/32/32/3

CGH干渉計 位相カメラ 点回折干渉型波面センサ

測定点数 1280×1024 24 492測定点数 1280×1024 24 492

測定頻度 ~1 回/秒 ~0.1 回/秒 6000回/秒測定頻度 ~1 回/秒 ~0.1 回/秒 6000回/秒

精度 rms 80 nm P-V 10 nm P-V 20 nm

レンジ ~数 μm ~100 μm 0.6 μm

開発状況 運用中 実機製作中 基礎実験・設計中

非球面の測定
⼤⾯積＆⾼解像度

⾼速＆⾼効率
広いレンジ

絶対距離測定⼤⾯積＆⾼解像度 絶対距離測定



❙干渉計測は分解能

3/123/123/123/12安定な干渉測定

❙干渉計測は分解能
~10 nmを容易に実現

さらに

❙振動・空気揺らぎなどの❙振動・空気揺らぎなどの
外乱に対する安定性を向上 詳細はポスター(B16b)へ

(共通光路・等光路⻑化)

光学系の開発に有用な技術光学系の開発に有用な技術

ぜひ使って下さい


